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平成4年 度か ら、文部省科学研究費補助金(基 盤研究C)の 助成の もとに行

われた 「変形性股関節症の発症 ・増悪因子一脊椎後弩症 との関連か ら」 は2年

間の研究期間を終了 し、 ここに研究成果 をまとめることになった。研 究計画

のすべてが達成 されたわけではないが、い くつかの新 しい有用 な知見が得 ら

れた と考え られる。報告書の作成にあた り、各分野の専 門家の方 々か らの率

直 な御批判 を願 うものである。
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研究成果

高齢化社会の到来 とともに変形性股関節症 は増加の傾 向にあ り、その病態

の解明は重要課題 のひとつである。本邦 においては従来その原因は小児期の

脱臼や亜脱臼による ものがほとんどであったが、最近老齢者 においては レン

トゲ ン上原因の不明 な関節症が増加 している。当科 においては、1989年

よりその原因 として老化 に伴 う脊椎 の変形特 に後弩症 に伴 う骨盤の後傾 によ

り、骨頭被覆の減少 しその結果関節症へ と進行するとい う仮説 をたて研究 を

行って きた。本研究の 目的は股関節の レン トゲ ン像 を3次 元的に解析 し、姿

勢 と骨頭被覆の関係 を解析 し、姿勢の変化が股関節 に与える影響 を明 らか に

することである。

対象

60才 以上の女性で腰椎後弩 を呈するが正常股関節の症例20症 例(正 常

群)を 対照 とし、腰椎後弩 を呈 しかつ臼蓋形成不全 を認めない女性の変形性

股関節症症例8例(関 節症群)を 対象 とした。正常群の年齢 は60才 か ら72才

平均67.3才 であ りレン トゲ ン上腰椎後弩 を呈す もの股関節 には愁訴がな くレ

ン トゲ ンで関節症変化 を認めない。関節症群 の年齢 は54才 か ら72才 平均60.5

才 であ りレン トゲ ン上腰椎後弩 を呈 しかつ脱 臼や亜脱臼 を伴 わない股関節症

を呈する ものでその罹病期間は2年 か ら9年 であった。

検討方法

これ らの2群 の立位骨盤側面像か ら骨盤傾斜角度 を測定 した。傾斜角 は仙

骨底が水平面 となす角 とした。次 に立位骨盤正面像か ら臼蓋形成不全の指標

としてCE角 を計測 し、さらに小西が作成 したcomputerprogramACXを 用い

水平面での臼蓋骨頭被覆度 を計算 し比較検討 した。

結 果

1)骨 盤 傾 斜 角 正 常 群 で は18.5±7.5度 、 関 節 症 群 で は22.5±6.3度 で あ っ

た 。 二 群 間 に有 意 差 は な い ものの 、 これ らは当科 にお い て計測 した95例 の 女

性 正 常 姿 勢 群 の傾 斜 角33.0±10.1よ り有 意 に後 傾 して い た 。

2)CE角 正 常 股 関節 群 で は29.5±7.5度 、 関節 症 群 で は28.1±12.3度 で あ

り差 を認 め な か っ た 。

3)骨 頭 被 覆 度 正 常 群 で は75.1±6.3%、 関 節 症 群 で は71.3±10.5%で あ る
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が前方!/2に 限 っ て 検 討 す る と正 常 群 で は67.3±8.2%、 関 節 症 群 で は60.1

±11.5%で あ り有 意 に減 少 して い た 。
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考察

変形性股関節症の原因 として多数の因子が考 えられるが、その多 くは小児

期の股関節疾患 に起因す るもの とされて きた。 しか しレン トゲ ン上 明 らかな

構築学的異常 を呈 さない高齢者発症の股関節症例 に遭遇することが多 く、そ

の病態 を解明す るこ とは重要なことである。 これ までの我 々の レン トゲ ンと

筋電図を用いた研究か ら後弩症例 においては下肢筋、特 に股 関節周囲 に存在

す る腸腰筋、四頭筋、大腿二頭筋の活動性の増大 していることが判明 してい

る。(FIG.1)さ らにバネモデルを用いたシミュ レーシ ョンにて大腿骨頭 におい

て正常の3.1倍 の関節合力が発生 してお り、荷重方向 も前方か ら後方 に変位

しているため、 さらに前方の荷重面積が減少 している可能性 を示唆 した。 こ

れらの事実に加 え、本研究か ら骨頭被覆度特 に骨頭前方の被覆が有意に減少

していることが証明 された。(FIG.2)今 後正常股 関節群において関節症が発症

しない と仮定すると、検討 した二群 問の骨盤傾斜角に差 を認めない ことまた

CE角 にも有意差 を認め ない ことか ら,関 節症群においては元 々前方臼蓋の低

形成があ り、骨盤後傾 により更に骨頭被覆が悪化 したと考え られる。以上 よ

り腰椎後弩症例 の股 関節 においては生体力学的に過酷な環境 に曝 されてお り、

これらが関節症が発症す る原因であることが推察 された。
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おわ りに

本研究により、腰椎の後弩変形により骨盤が後傾 し、その結果股関節にお

いて骨頭被覆が減少することが判明した。さらにこれまでの生体力学的研究

から後弩症例においては股関節に過大な関節合力が作用 してお り、これらが

要因となり関節症へ と進行する可能性が示唆された。 しか し今回の検討は立

位時における静的研究にすぎず、今後は動的要素を加えた生体力学的検討 と

さらに骨盤自体の構築学的検討が必要であろう。

姿勢異常を呈する患者は多いが、今後は腰椎後弩症例においては脊椎のみな

らず股関節にも十分な注意を払うことが必要である。
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